













なった（R. H. シュライオック、近代医学の誕生、原著 1936 年、大城功訳、平凡社、1974
年、131－2 頁）。そのパリ学派の伝統の中で、18 世紀中頃から生理学のクロード・ベルナー
ル（1813－78）や、細菌学のルイ・パスツール（1822－95）が現れた。ベルナールの『実験












（experiment on human beings）という表現も最近ではほとんどお目にかからない。ヘル
シンキ宣言では、「人被験者を含む研究（ないし実験）」（research/experimentation involving
human subjects）という表現が用いられている。「人被験者」は畳語なので、単純に「被験











利（the well-being of the human subject）に対する配慮が科学的及び社会的利益よりも優
先されなければならない」と付け加えられて、安易な人体実験に対して釘が刺された。
もっとも、医聖といわれる古代ギリシアのヒポクラテス（c. 460－c. 377 B. C.）には、「ま
ず第一に、傷を付けるなかれ」（Primum non nocere!）やそれに対応する英語表現である「益
























































































































































freely given informed consent）を、被験者からできれば文書によって得ておくべきである」
（「時の法令」第 1592 号 1999 年 4 月 30 日号、一部変更）として、「インフォームド・コンセ
ント」という概念が導入された。同時にまた第 1章第 2項で、「特別に任命された独立した
委員会（a specially appointed independent committee）」の設立が要請された。この委員会
は、2000 年の同宣言エジンバラ修正第 1章第 13 項において、「特別に指名された倫理審査
委員会（ethical review committee）」と表現された。これが、倫理委員会（ethics committee）、
























れている。米国では、第 2次大戦後も、刑務所で人体実験が行われており（cf. A. L. Jonsen,





















第 3節 ナチ医学の犯罪 安楽死殺人と人体実験
第 4節 日本軍医師の犯罪 731 部隊と手術演習
第 5節 ニュルンベルク綱領（1947 年）
第 6節 ジュネーブ宣言（1948 年、世界医師会）
第 7節 ヘルシンキ宣言（1964 年、1975 年、2000 年、世界医師会）
今回講義録としてまとめるに際し、第 1節の一部を拡充し、第 5節と第 7節の一部を引用
した。その結果、講義とは別個の内容となり、題名も「ベルナールの人体実験論」と改めた。
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